
『事

平塚市役所行発

理

自20 昭和 35 年間見

~ 

る可よょ
と
の
広
報
ひ
ら
つ
か
八
汚
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
本
宿
@
薦
入
@
須
賀
北

@
須
賀
南
の
四
工
監
を
対
象
と
す
る
市
営
底
麗
整
理
(
平
塚
都
市
計
画
都

市
改
造
土
地
誌
画
整
理
事
業
〉
の
事
祭
計
画
は
九
月
三
十
日
付
け
神
奈
川

県
知
事
の
事
業
認
可
が
お
り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
別
記
「
区
路
盤
理
事
業
施
行
条
例
」
も
向
日
を
も
っ
て
発
行
、
今

後
、
こ
の
条
例
に
も
と
ず
い
て
、
市
営
草
画
整
理
事
業
を
す
、
治
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
b

こ
の
正
式
発
足
に
よ
っ
て
、
匹
商
整
理
に
関
し
て

次
の
手
続
き
や
制
限
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
再
び
鵬
補
地
権
時
時
皆

A
事
業
認
可
に
と
も
な
い
、
借
地
権

の
正
式
な
申
告
を
次
の
期
間
受
け

付
け
ま
す
。

十
月
十
日
?
十
月
一
一
十
九
日

ハ
土
@
臼
と
も
V

B

す
で
に
、
借
地
権
の
予
備
調
査
の

と
き
ゅ
告
を
す
ま
せ
た
人
は

J
上

記
の
期
間
中
に
申
告
が
あ
っ
た
も

の
と
見
な
し
ま
す
。

L

た
が
っ

て
、
蒋
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

C

予
備
調
査
の
と
き
申
告
し
な
か
っ

た
人
と
、
あ
ら
た
に
、
市
営
龍
一
間

整
理
度
域
内
に
土
地
を
借
り
た

入
、
ま
た
は
、
さ
き
の
申
告
後
異

動
の
あ
っ
た
人
は
、
こ
ん
ど
の
期

間
中
に
、
必
ず
申
告
し
て
く
促
さ

い
。
用
紙
は
都
市
計
画
課
に
あ
り

を
す
。

難
築
制
醸
と
そ
の
鶴
間
吋

A
知
事
認
可
後
、
区
画
整
理
一
工
区
内

で
土
地
の
形
を
か
え
た
り
、
建
物

な
ど
の
新
欝
@
改
造
@
増
築
を
し

た
り
、
ま
た
は
う
、
ど
か
す
の
が
容

易
で
な
い
も
の
を
設
寵
し
た
り
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
県
知
事
の

許
可
宏
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
O

B

前
配
の
許
可
申
誇
穫
は
、
平
塚
市

を
経
由
し
て
、
三
部
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
提
出
窓
口
は
、
都
市

計
極
諌
で
す
。

C

こ
の
建
築
物
等
の
餓
限
は
、
事
業

総
可
の
あ
っ
た
九
月
三
十
日
か

ら
、
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ

て
、
換
地
が
決
定
す
る
自
ま
で
の

期
間
続
ざ
ま
す
。

合
艦
概
溜
繍
よuν
土
地

が
思
い
と
審

A
A市
営
夜
顔
整
理
工
広
内
の
土
地

で
、
台
帳
面
積
よ
り
百
分
の
二
以

上
実
際
に
大
き
い
と
き
は
、
次
の

期
間
内
に
、
地
稜
査
定
時
務
擦

を
、
都
市
計
溺
採
へ
お
紛
し
く
だ

さ
い
。

十
月
十
日
J

十
月
一
一
十
九
銭

B

こ
の
中
籍
を
出
、
す
と
、
市
が
そ
の

土
地
を
実
測
査
定
し
、
申
告
が
事

実
な
ら
実
際
の
菌
稜
に
も
と
ア
い

て
、
換
地
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と

こ
な

一
平
羅

第
一

ハ
自
的
V

第
一
条
乙
の
条
例
は
、
平
塚
市
の

都
布
改
造
を
g

的
と
し
て
、
土
地

区
画
整
理
法
(
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
〉
第
三
条
第
一
一
一
夜
の
競
定
に

よ
り
平
線
市
(
以
下
「
施
行
審
」

と
い
う
。
)
が
施
行
す
る
土
地
臨

爵
整
理
事
業
(
以
下
「
事
業
」
と

い
う
。
)
に
剛
闘
し
、
法
第
五
十
一
一
一

条
第
ニ
項
に
競
定
す
る
事
項
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
@

〈
事
業
の
名
称
〉

第
二
条
事
業
の
名
称
は
、
平
塚
都

市
計
画
都
市
改
造
土
地
区
厩
繋
寝

事
業
と
い
う
。

(
施
行
地
拡
〉

第
一
一
一
条
事
業
の
施
行
地
底
は
、
次

の
上
側
慨
に
掲
げ
る
工
区
に
分
け
、

そ
の
主
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名

称
は
、
当
骸
下
織
の
と
お
り

る
。

本
宿
工
区
の
一
部
@

平
塚
@
@
東
上
の
合
舎

大
平
町
@
南
浜
離
の
下
屋
敷
a

北
側
@
中
笠
町
の
全
部
。
西
ょ

の
台
@
宮
の
脇
寺
の
脇
@
東

町
後
a

東
浜
離
@
浜
離
e

東
清

水
@
盟
十
綴
。
満
州
開
。
機
場
@

藤
里
町
@
構
水
の
一
抑
制
、
大
字

平
川
塚
新
宿
の
う
ち
南
町
議
6

北

町
通
@
浅
間
町
e

挫
時
間
下
の
…

部
。

篤
人
工
拡
大
字
馬
入
の
う
ち
中

堂
@
}
丸
一
民
間
凶
@
蔵
郎

e

久
領
@

磁
の
窪
の
一
部
。

須
賀
北
エ
匹
大
字
須
賀
の
う
ち

資
ノ
官
。
北
山
@
札
場
北
脅
中

道
の
一
部
。

須
賀
ぬ
工
産
大
字
須
賀
の
う
ち

河
端
札
場
南
・
大
浜
の
一
部
。

〈
事
業
の
範
関
〉

第
四
条
事
業
は
、
法
第
二
条
第
日

項
及
び
第
ニ
項
に
規
定
す
る
事
業

を
行
う
も
の
と
す
る
。

ハ
註
〉
軍
一
法
二
条
一
項
H
H
藍
麗
義
理

事
業
の
事
業
の
範
簡
を
定
め
た
も

の
で
、
m
w公
共
施
設
の
整
備
改
善

φ
宅
地
利
用
の
増
進
、
⑮
前
記
@

骨
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な

工
作
物
そ
の
他
の
鮫
置
e

管
避
す

処
分
@
埋
め
立
て
@
子
拓
な
ど
の
事

業
念
行
な
え
る
、
と
し
て
い
る
。

ハ
事
務
所
の
所
在
〉

第
五
条
事
業
の
事
務
所
は
、
平
線

市
役
所
内
に
霞
く
。

第
一
品
箪
饗
用
の
負
担

ハ
費
用
の
魚
担
〉

第
六
条
事
業
に
要
す
る
費
用
ハ
以

下
「
寝
業
費
」
と
い
う
G

〉
は
、

施
行
者
が
負
担
し
、
そ
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
次
項
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
盤
そ
の
飽
の
負
担
金
又

は
補
助
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の

と
す
る
。

2

法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
る
保
留
治
安
処
分
し

て
事
業
費
に
充
て
る
あ
の
と
す
る

(
註
〉
帯
法
第
九
十
六
条
第
一
一
項

H
U

換
地
計
一
般
の
と
き
、
事
業
費
に
あ

て
る
た
め
、
一
定
の
土
地
安
換
地

し
な
い
で
、
事
業
費
に
あ
て
る
こ

と
が
で
夕
、
る
。

ハ
保
留
地
の
処
分
方
法
〉

第
七
条
施
行
者
は
、
保
留
地
衣
処

分
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
融
酔
儲



定
締
絡
を
定
め
一

方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
特
別
の
事
情
に
よ
ワ
…
般
幾
争

入
札
に
よ
ち
難
い
と
も
ぎ
は
、
指
名

政
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

欄
開
題
窓
土
地
底
麗
護
課
響
蟻
傘

ハ
饗
畿
会
の
設
置
、
名
称
及
び
定
数
〉

第
八
条
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に

定
め
る
土
地
区
画
整
潔
響
機
会

(
以
下
「
審
議
余
」
と
い
う
。
〉

は
、
開
法
問
条
第
一
一
撲
の
規
定
に

よ
何
ソ
こ
れ
を
工
区
ご
と
に
億
き
、

そ
の
名
称
及
び
審
畿
品
協
の
餐
員

円
以
下
「
委
具
」
と
い
う
。
〉
の

定
数
は
、
次
の
と
お

ハ
十
五
人
)

馬
入
工
区
ニ
キ
塚
都
市
計
額
篤
人

工
区
土
地
区
醤
整
理
饗
機
会

ハ
十
人
〉

須
賀
北
工
区
e

平
塚
都
市
計
画
須

余

ハ
十
人
〉

金

ハ
十
人
〉

磁
の
L

一
委
員
の

一
一
の
数
は
、

醐
審
の
う
ち
か
ら
市
長
が
選
任
す
る

〈
養
食
の
侵
期
〉

ハ
第
八
条
第
二
項
に

幾
定
や
J
る
養
践
を
除
く
。
以
下
第

十
五
条
ま
で
関
門
じ
。
〉
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
区
ご
hと
に
そ
の
工
箆
内

の
候
補
者
の
う
ち
か
ら
選
挙
す
る

謹
選
挙
人
名
簿
に
援
態
さ
れ
た
者

が
、
土
総
監
箇
整
理
法
施
行
令

(
昭
和
三
十
年
政
令
第
盟
十
七
号

@
以
下
「
A
円
よ
と
い
う
0
0
第
ニ

十
四
条
第
二
演
の
規
定
に
よ
り
も

他
人
を
候
稿
者
に
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
点
告
が
土
地
所
有

者
で
あ
る
と
き
は
土
地
所
有
議

が
、
借
地
権
者
で
あ
る
と
き
は
借

地
権
者
が
本
人
の
承
諾
を
得
て
、

そ
の
推
せ
ん
の
薦
出
を
市
授
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
註
〉
軍
令
第
二
十
四
条
第
ニ
項
目

選
挙
人
名
簿
の
確
定
と
選
挙
す
べ

き
委
員
の
数
の
公
告
が
あ
っ
た
臼

か
ら
十
目
以
内
に
、
立
候
補
屈
を

市
長
に
出
す
こ
と
。
他
人
を
候
補

審
と
し
て
推
せ
ん
す
る
こ
と
が
で

き
き
る
。

〈
予
備
委
菌
剤
及
び
そ
の
定
数
〉

十
一
条
饗
簸
余
に
予
鱗
寮
魚
"
を

盤
き
そ
の
定
数
は
、
当
該
選
挙
に

お
い
て
施
行
エ
底
内
の
宅
地
の
所

有
者
が
懇
意
す
べ
き
委
員
又
は
畿

地
擦
を
有
す
る
寝
か
ら
選
挙
す
ぺ

の
定
数
の
そ
れ
明

め
、
令
第
}

2 
ま
で
の
規
定
は
、

い
て
灘
間
用
す
る
。

簿
、
餐
魚
の

お
い
て
、

入
品
啄
除
い
て
得
票
数
の
多
い
も
の

か
ら
鱗
次
な
る
も
の
と
す
る
。

門
委
員
文
は
?
?
繍
袋
魚
に
当
選
す
る

た
め
に
必
婆
な
得
票
数
〉

十
二
条
番
良
又
は
予
鱗
餐
良
に

当
選
ナ
る
た
め
に
必
要
な
得
票
数

は
、
当
該
選
教
に
お
け
る
有
効
投

禦
の
総
数
を
選
挙
す
べ
き
努
輔
照
的

数
で
除
じ
め
八
分
の
一

予
備
委
員

票
数
の
多
い
脅
か
ら

為
。

霊
前
項
の
犠
合
に
お
い
て
、

は
パ
補
充
に
よ
り
餐
員
と
な
っ
た

単
輔
の
氏
名
及
び
住
所
ハ
法
人
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
〉
を
公
品
開
ず
る

害
補
充
に
よ
h

ソ
愛
縄
問
と
な
っ
た
務

は
、
前
項
の
公
告
が
あ
っ
た
自
か

ら
委
員
と
し
て
の
緊
絡
を
取
得
す

る
。

〈
噌
?
描
間
接
品
開
の
機
充
〉

第
十
四
条
予
鱗
袋
品
開
に
欠
融
問
を
生

じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
一

条
に
定
め
る
数
の
得
票
数
の
多
い

者
か
ら
順
次
橋
光
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

の粂

艇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
の

一
致
こ
え
る
に
漂
っ
た
場
合
に
・
お

い
て
、
こ
れ
を
繍
究
ず
べ
き
そ
れ

ぞ
れ
の
予
備
委
員
が
な
い
と
撃

は
、
補
欠
選
挙
を
行
う
も
の

為
。

の
う
ち
か
ら
遜
怪
さ
れ
た
餐
負
に

欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
市
長
は
'
す
み
や
か

る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
滞
緩

ゆ
弘
、

る
@

〈
註
〉
軍

師
酔
鎖
措
同
を
選
任
す
る
。
蜘
酔
錨
員
は

非
常
勤
で
あ
る
。
宅
地
、
換
地
の

鮮
儲
宏
行
な
う
と
き
は
、
簿
価
員

な
ら
な

L 、
。

第
十
九
条

の
欝
摘
は
、
線
価
鶴
岡
の
窓
見
を
鰯

き
そ
の
位
鏡
、
地
獄
、
土
賞
、
水

料
利
用
状
況
、
線
境
等
攻
綜
合
的

2 

ず
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

権
以
外
の
権
利
に
つ
い
て

め
た
契
約
に
こ
の
務
繋
に
関
す
る

権
料
毅
務
に
つ
い
て
特
別
の
条
件

が
あ
る
と
舎
は
、
そ
の
契
約
条
件

こ
と
が
で
き
る
@
醐

の

の

く 2)

ちき逮?
なる望号る
い。を答
。〉も喜怒

こ安っ
の添て

にすそ場 fぜか
いつるの合しえ
敏いと議定になる
てき族おけノこ
申はのいれと
鱗、所てばが

しそ奪取なで



4

前
項
の
申
務
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
施
行
者
が
実
測
し
た
総

務
と
土
地
台
帳
地
積
と
の
差
が
土

地
台
帳
地
殺
の
百
分
の
ニ
を
こ
え

る
と
き
は
そ
の
実
測
し
た
地
積
、

百
分
の
ニ
以
内
で
あ
る
と
き
は
土

地
台
娠
の
地
績
に
よ
り
そ
の
地
積

没
定
め
る
。

5

土
地
台
経
締
切
日
以
後
に
分
筆

叉
は
合
筆
し
た
土
地
に
つ
い
て

は
、
土
地
台
帳
締
切
日
現
在
に
お

け
る
分
筆
叉
は
合
憲
前
の
土
地
台

帳
地
積
を
標
準
と
し
て
施
行
者
が

査
定
し
た
地
税
宏
も
っ
て
土
地
合

娠
に
受
録
し
た
地
積
と
み
な
す
。

(
所
有
権
以
外
の
権
利
の
地
積
〉

第
二
十
一
条
換
地
に
つ
い
て
土
地

所
有
権
以
外
の
権
利
の
部
分
を
定

め
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
標
準

と
な
る
べ
き
従
前
の
宅
地
の
全
都

文
は
}
部
に
つ
い
て
朱
受
託
の
所

有
権
以
外
の
権
利
の
地
税
は
、
法

第
八
十
五
条
第
一
項
に
よ
る
申
告

地
積
及
び
同
条
第
三
項
に
よ
る
届

白
地
較
に
よ
る
。
但
し
、
申
告
又

は
届
出
地
獄
が
土
地
所
有
権
の
地

積
と
符
合
し
な
レ
と
き
は
、
施
行

者
は
そ
の
地
教
を
査
定
し
て
決
定

す
J
る
。

ハ
註
〉
軍
法
八
十
五
条
一
項u
H

住
民

は
、
借
地
緩
め
申
告
、
申
告
後
の

異
勧
の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
七
議
清
算

(
清
算
金
の
査
定
〉

第
二
十
二
条
従
前
の
宅
地
の
価
額

の
総
額
に
対
す
る
換
地
の
価
格
の

J

比
を
従
前
の
宅
地
又
は
そ

え
存
す
る
権
割
引
f
地
役

権
、
先
取
得
様
、
質
権
及
び
抵
当

権
を
殊
〈
。
)
の
偲
額
に
乗
じ
て

得
た
額
と
、
当
該
宅
地
に
対
す
る

換
地
又
は
当
該
権
利
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
た
権
利
の
締
額
と
の
開
聞
に

お
け
る
差
額
宏
、
換
地
計
一
践
に
お

い
て
清
算
金
と
し
て
決
定
す
る
。

〈
精
算
金
の
分
割
徴
収
又
は
分
割
交

付
)

第
ニ
十
一
一
一
条
前
条
に
よ
る
清
算
金

に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
り
分
劉
徴
収
し
、
又
は
分

割
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
康
こ

の
場
合
に
付
す
べ
き
利
子
の
利
率

は
年
六
分
と
し
、
第
一
回
の
分
割

徴
収
し
、
叉
は
分
割
交
付
す
べ
き

期
日
の
窪
田
か
ら
付
す
る
。

補
問
算
の
額

一
万
円
以
上
一
一
万
内
未
満

ハ
期
間
一
年
以
内
〉

二
万
円
以
上
五
万
円
未
満

ハ
間
二
年
以
内
〉

五
万
円
以
上
八
万
円
未
満

〈
向
一
日
一
年
以
内
〉

八
万
円
以
上
十
五
万
円
未
満

ハ
間
四
年
以
内
〉

十
五
万
円
以
上
(
間
五
年
以
内
〉

2

清
算
金
の
分
納
b
z希
望
す
る
も

の
は
、
法
第
一
白
一
一
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
通
知
を
受

け
た
良
か
ら
施
行
者
が
射
に
定
め

た
期
間
内
に
分
納
許
可
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
註
〉
軍
一
法
百
一
一
一
条
一
実

U
H

換
地
処

分
で
き
ま
っ
た
こ
と
が
ら
は
関
係

権
利
者
に
通
知
さ
れ
る
。

3

清
算
金
の
分
納
安
箆
め
る
場
合

に
お
い
て
第
一
回
の
納
付
金
額
は

精
算
金
の
総
額
を
分
納
の
回
数
で

除
し
た
額
以
上
主
し
、
第
二
関
以

後
の
納
付
績
は
、
利
子
を
合
せ
、

毎
回
均
等
と
す
る
。

品
構
算
金
の
分
納
を
認
め
ら
れ
た

も
の
は
、
未
納
の
清
算
金
の
一
部

文
は
全
部
を
繰
上
げ
納
付
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
利
子

の
計
算
は
、
既
に
納
付
し
た
最
近

の
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
繰
上
げ

抽
納
付
す
る
自
の
前
日
ま
で
の
白
鶴

計
算
に
よ
る
。

5

第
一
項
の
規
定
に
よ
れ
ソ
分
割
徴

奴
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
清
算

金
を
滞
納
し
た
と
き
は
、
市
長

は
、
徴
収
完
了
す
べ
き
期
限
が
到

来
す
る
訴
に
い
つ
で
も
未
納
の
清

算
金
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

事
第
一
項
に
よ
り
清
算
交
付
金
た

分
制
間
交
付
す
る
主
き
は
、
施
行
者

は
、
毎
回
交
付
期
日
及
び
そ
の
受

付
金
額
を
定
め
て
清
算
金
の
交
付

を
受
け
る
者
に
通
知
す
る
@

7

清
算
金
の
分
納
を
認
め
ら
れ
た

者
又
は
分
割
交
付
を
受
け
る
者

は
、
そ
の
氏
名
又
は
住
所
ハ
法
人

に
あ
っ
て
は
、
名
称
又
は
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
〉
に
変
更
を
生

じ
た
と
き
は
葱
ち
に
施
行
者
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@

第
八
窓
轍
邸

(
所
有
権
以
外
の
権
利
の
申
告
又
は

届
出
の
受
理
の
停
止
〉

第
二
十
四
条
法
第
八
十
五
条
第
四

演
の
鋭
定
に
基
き
次
の
各
号
に
掲

げ
る
期
間
に
は
、
同
条
第
一
項
又

は
第
三
項
に
規
定
す
る
路
北
口
文
は

届
出
を
受
理
し
な
い
@

一
委
員
の
選
挙
期
誌
の
公
告
の

回
以
後
二
十
日
を
経
過
し
た
誌

か
ら
選
挙
人
名
簿
確
定
の
公
告

の
日
ま
で

ニ
換
地
計
舗
の
従
覧
開
始
の
公

告
の
日
か
ら
換
地
処
分
の
公
債

の
a

ま
で

一
一
一
仮
換
地
指
定
相
曹
の
た
め
施
行

者
が
必
要
と
務
め
た
期
間

(
建
築
行
為
等
の
申
鰭
〉

第
二
十
五
条
法
第
七
十
六
条
第
一

項
に
よ
る
許
可
申
鰭
審
類
は
、

施
行
者
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〈
註
〉
暗
法
七
十
六
条
二
明
日
日
建
築

符
為
等
の
鱗
限

(
権
利
異
動
の
揺
出
)

第
二
十
六
条
こ
の
条
例
の
施
行
後

銀
行
地
区
内
の
宅
地
に
つ
い
て
所

有
権
以
外
の
来
受
託
の
権
利
及
び

建
築
物
等
に
関
す
る
権
利
に
つ
い

て
異
動
を
生
じ
た
と
き
は
、
当
事

者
は
、
連
署
の
上
遅
滞
な
く
施
行

者
に
履
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
権
利
の

移
動
に
つ
き
護
審
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
そ
の
，
事
由
を
記

飲
し
た
書
面
及
び
そ
の
異
動
を
託

す
る
審
酪
を
添
付
し
て
連
警
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
補
償
金
の
前
払
〉

第
二
十
七
条
法
第
七
十
八
条
の
損

失
補
償
金
は
、
橋
償
物
件
の
移
転

叉
は
除
去
工
事
が
終
了
後
ζ

れ
を

支
払
う
。
但
し
、
当
骸
物
件
に
つ

き
、
権
制
判
官
有
す
る
者
の
均
出
に

よ
り
施
行
者
が
あ
ら
か
じ
め
支
払

う
必
要
が
あ
る
と
鼠
め
た
と
き
に

で

車皆と

(3) 



j
i
-
-
i
a

定
補
償
鎮
め
一
一
分
の
一

』

-
Vパ
イ
リ
パ
パ
範
慰
問
に
お
い
て
前
渡
金

一
輔
の
支
払

bも
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
註
〉
γ
法
七
十
八
条
れ
れ
移
転
等
に

と
も
な
う
損
失
補
償
金
の
支
払

〈
代
理
人
の
指
定
〉

第
ニ
十
八
条
施
行
地
区
内
の
宅
地

に
つ
い
て
権
利
を
有
す
る
者
で
本

市
に
居
住
し
な
い
者
は
、
(
以
下

「
市
外
居
住
者
」
と
い
う
。
〉
事

業
施
行
に
関
す
る
通
知
又
は
書
類

の
送
達
を
受
け
る
た
め
本
市
に
居

住
す
る
者
の
う
ち
か
ら
代
理
人
宏

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
外
居
住
者
は
、
代
建
人
を
指

定
し
た
と
き
、
又
は
代
理
人
司
令
』
変

更
し
若
し
く
は
代
理
人
の
指
定
を

取
り
消
し
た
と
き
は
、
施
行
者
に

届
け
崩
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
氏
名
は
住
所
変
更
の
届
出
〉

第
一
一
十
九
条
施
行
地
底
内
の
宅
地

に
つ
い
て
権
利
を
有
す
る
者
が
そ

の
氏
名
文
は
住
所
ハ
法
人
に
あ
っ

て
は
名
称
又
は
主
た
る
葱
務
所
の

所
在
地
〉
を
変
更
し
た
と
き
は
直

ち
に
施
行
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(
換
地
処
分
の
時
期
〉

第
一
一
一
十
条
換
地
処
分
は
各
工
臣
ど

と
に
行
う
6

2

施
行
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
穏

め
た
と
き
は
換
地
計
画
に
か
か
る

区
域
の
全
部
に
つ
い
て
、
工
事
が

完
了
す
る
以
前
で
あ
っ
て
も
換
地

処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
委
缶
〉

第
一
二
十
一
条
こ
の
粂
鯛
施
行
に
翻

し
必
要
な
事
項
は
施
行
者
が
到
に

建
め
る
e

開
制

と
の
条
例
は
、
平
報
部
市
計
繭
闘
部

市
敬
遊
土
地
底
画
整
理
事
業
の
務

換
計
一
勧
怒
号
の
公
告
の
畏
か
ら
施

行
す
る
。

言

霊

童
皇

室

i 
j 

中
藤
も
齢
、
ん
の

2盆

該
当
者
に
は
、
に
通
知
を
出
し

設
し
た
が
、
赤
ち
中
ん
の
健
康
診
断

が
、
次
の
白
程
で
巡
回
し
ま
す
。
対

象
は
、
昭
山
内
年7
月
凱
白
か
ら
昭
部

7

月
出
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
幼
児
全

員
で
す
。

間
月
例
的
伝
@
花
水
消
駒
分
間
庁
舎

(
9
時
J

同
時
〉

。
訪
日
@
須
賀
公
民
館
(
路
跨j
浦

時
〉

h
q郡
日
食
タ
ハ

L
V
)

h
v即
日
ム
問
時
出
張
所
(
ム
ゲ
〉

o
m
8
e
見
附
ム
口
武
道
場
ハ
9
時J

打
持
〉

ム
ゲ
印
日
@
ク
ハ
タ
)

L
V割
自
a

。

(
h
q

〉

ロ
月
1
日
@
神
部
保
育
所(
h
q
〉

骸
当
閣
ル
で
通
知
の
と
い
と
い
て
な
い

い
人
は
、
当
日
、
お
近
く
の
余
場

へ
お
つ
れ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
@

ん
」
J
V
7

一
ナη
，
，

期

次
の
日
程
で
、
百
回
全
き
と
ジ
フ
テ

日
ヤ
の
予
防
接
種
が
行
な
ら
れ
で
い

ま
す
。
百
日
せ
き
と
ジ
フ
テ
ザ
ヤ
を

問
時
に
や
る
の
は
、
予
防
効
果
を
た

か
め
る
た
め
で
す
。
お
近
く
の
会
場

こ念入

臨ア

か
ら
5

会
場
で

へ
お
子
さ
ん
お
お
つ
れ
く
だ
さ
い
e

第
詰
屈
ハ
行
月
中
〉

7
R

城
島
@
援
国
公
民
館

8
お
開
問
崎
小
@
金
回
健
民
鎮

9
a

宮
沢
小
@
旭
公
民
館

日
ロ
料
金
自
小
@
土
産
小
学
校

日
日
大
野
小
@
神
田
保
育
所

口
同
日
花
氷
@
馬
入
管
年
会
館

訪
日
保
健
所

J
中
僚
公
民
鑓

四
割
須
賀
公
民
館

げ
@
諸
問
見
鮒
台
公
会
裳

円v
時
慌
@
午
後
1

待
部
分
J

午
後
3

待
。

マ
料
金
e

第
3

期
間
向
。

マ
対
象
@
第
3

期
:
・
昭m四
年
4
R
Z

日
か
ら
昭
和
初
年
4

月

1
a

ま
で

の
関
に
生
れ
た
子
。

マ
注
輸
品
。
前
臼
に
入
浴
、
当
日
は
入

裕
な
さ
け
る
こ
と
。
心
臓
の
と
く

に
悪
い
入
、
病
気
中
の
入
、
熱
の

あ
る
人
は
受
け
付
に
山
押
し
出
て
注

射
を
延
期
す
る
。
こ
の
注
射
を
は

じ
め
て
受
け
る
人
は
、
3

部
受
け

な
い
と
効
果
が
な
い
。

内
可岡島事

協離静

盤金

〈午後 2 時@大野中講堂〉

唱島 ま寵謀議

{午後 8 時@議事堂 2 鯖〉
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市理事者主市民の話しあいのつどいです。大野地震はく大野命

盤邸〉中央地誌は(訟原 6 祭替@箆士見〉の各地震です。
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